


ぼけ封じの宮境内全覧図地
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長浜駅より徒歩20分 。
長浜ICを 降 り、 8号線を南へ 3つ 目の信号右折。
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松
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ぐ
ろ
う
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策
型
型

足
仲
彦
尊

○
厄
除
開
運

ホ

ン
ダ

ワ
ケ

ノ

ミ

コ
ト

ス
ガ
ワ
ラ
ノ
ミ
チ
ザ
ネ
コ
ウ

菅

原

道

真

公

…

（学
問
守
護

の
神

・
書
道

の
神
）

オ
オ

モ
ノ

ヌ
シ
ノ
ミ

コ
ト

大

物

主

命

〈大
国
天
〉
…

（海
上
の
守
護
神
）

セ

オ

リ

ツ

ヒ

メ

ノ

ミ

コ
ト

瀬
織

津
姫

命

…

（身
心
浄
化

の
神

・
婦
人
病
平
癒

の
神
）

イ

チ
キ

シ

マ
ヒ
メ

ノ
ミ

コ
ト

市
杵
島
姫
命

〈耕
財
天
〉
…

（水
の
女
神
。商
売
繁
昌
・

才
色
兼
備
の
神
）

タ

ケ
ノ
ウ
チ

ノ

ス
ク
ネ

武

内

宿

禰

…

（健
康
長
寿

・
子
孫
繁
栄
の
神
）

宇
迦
之
御
魂
　
佐
田
彦
神
　
大
宮
能
売
神
…

（商
売
繁
昌

・
五
穀
食
物
の
神
）

オ

オ

ト

コ

ス

ン

ノ

ミ

コ
ト

大

地

主

命

‥

（上
地
の
守
護
神
）

家
津
御
子
命

・
能
（
野

速

玉

命

・
熊
野
夫
須
美
命
…

（奇
魂
速
玉
の
神

・
殖
産
興
業
の
神
）

（仲
哀
天
皇
）

（中
御
前
）
誉
田
別
尊

（応
神
天
皇
）

○
厄
除
開
運

・
健
康
長
寿

の
神

オ
キ
ナ
ガ
タ

ラ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ

コ
ト

（西
御
ユ型

息
長
足
姫
尊
―

（神
功
皇
后
）

○
安
産
守
護

の
神

（末
社
）

当
宮
は
延
久
元
年

（
一
、
〇
六
九
）
、
源
義
家
公
が
後
三
条
天
阜
の
勅
願
を
受
け
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
よ
り

御
分
霊
を
迎
え
て
鎮
座
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
こ
の
地
は
八
幡
の
庄
と
称
え
ら
れ
庄
内
十

一
郷
の
産
土
の
神
と
し

て
深
く
崇
敬
さ
れ
る
事
と
な
る
。
当
時
の
そ
の
社
頭
は
三
千
石
、　
一
山
七
十
三
坊
と
伝
え
ら
れ
、
本
宮
の
石
清

水
八
幡
宮
を
凌
ぐ
く
ら
い
で
あ

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
兵
火
に
み
ま
わ
れ
、
そ
の
社
殿



は
殆
ん
ど
焼
失
さ
れ
た
。
時
は
流
れ
、
天
正
二
年

（
一
、
五
七
四
）
、
羽
柴
秀
吉
公
が
長
浜
城
主
と
な
る
や
、
そ

の
大
社
の
荒
廃
を
惜
し
み
、
社
殿
の
修
理
造
営
を
な
し
、
再
興
に
努
め
た
。
こ
の
史
実
は
、
長
浜
曳
山
祭
の
起

源
と
も
い
え
る
。

檜
皮
葺
き
、
本
造
、
千
本

・
樫
本
を
そ
の
頂
に
備
え
八
幡
宮
と
し
て
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
神
明
造
の
御
本
殿

と
な

っ
て
い
る
。　
一
説
に
よ
れ
ば
伊
勢
の
神
宮
の
御
餞
殿
を
譲
り
受
け
た
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

四
百
有
余
年
の
伝
統
を
誇
る
日
本
三
大
山
車
祭
の

一
つ
で
も
あ
る
長
浜

曳
山
祭
は
長
浜
城
主
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
公
に
男
子
が
誕
生
し
、
そ
の
喜

び
を
城
下
の
町
民
に
頒

つ
べ
く
若
干
両
の
砂
金
を
ふ
る
ま
い
、
こ
れ
を

受
け
た
敬
神
の
念
の
深
き
町
民
た
ち
は
、
こ
れ
を
基
金
と
し
て
、
当
宮

の
十
二
両
の
曳
山
を
造
り
、
町
内
を
曳
き
ま
わ

っ
た
の
が
起
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
第
に
各
山
組
の
間
で
其
の
善
美
を
競
う
よ
う
に
な
り
、
当

時
、
生
糸

・
縮
緬
等
地
場
産
業
の
盛
ん
だ

っ
た
長
浜
は
、
各
地
の
名

工
を
迎
え
、
改
造
に
改
良
を
加
え
、
今
日
の
壮
麗
な
る
曳
山
の
完
成
を

見
る
に
至

っ
た
。

黒
松
と
赤
松
が
互
い
を
支
え
合
う
よ
う
に
成
長
し
た
神
木
。
こ
の
二
つ

の
松
の
間
を
く
ぐ
り
祈
願
す
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
の
縁
は
も
と
よ
り
、

友
人
関
係
な
ど
良
き
方
向

へ
と
発
展
し
、
又
、
家
庭
円
満
等

の
ご
利

益
を
い
た
だ
け
る
。

千
古
よ
り
、
境
内
を
巡
り
て
、
生
命
の
源
と
し
て
放
生
池

（市
指
定
文
化
財
）
に
流
れ
込
む
当
宮
の
御
神
水
は

非
常
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
り
、
早
朝
よ
り
汲
み
に
こ
ら
れ
る
方
は
後
を
た
た
ず
、
お
茶
や
御
飯
炊
き
に
用
い

ら
れ
、
健
康
に
過
ご
さ
れ
、
又
、
病
気
の
方
は
、
飲
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
患

い
を
快
方
に
む
か
わ
せ

る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
生

へ
の
活
力
を
ふ
る
い
た
た
せ
、
悩
み
や
心
配
事
な
ど
精
神
的
な
傷
み
を
も
祓

い
去
る
清
ら
か
で
神
秘
的
な
御
神
水
で
あ
る
。


